
                                                          

 

 

 

 

 

 

11月から１月にかけてご協力いただきました教育調査（保護者対象）の集計結果を、お知らせいたします。今年度も、

Microsoft Formsを用いたWebアンケート方式での調査となりました。保護者対象の調査の回答率は、48％（昨年度

67％）でした。 

保護者対象調査では、15項目中 14項目で昨年度の肯定

率を上回る結果となりました。中でも次の 3項目については

10ポイント以上高くなりました。 

③「子どもは、学校で障害者、外国人、性的マイノリ

ティ等の人権に関する多様な価値観について学んで

いる。」（22.8 ﾎﾟｲﾝﾄ増） 

⑫「子どもが人間関係や自分自身の心の問題で 悩ん

だとき、学校は、その解決を、きめ細かに支援して

くれている」（10.4 ﾎﾟｲﾝﾄ増） 

⑬「学校は、通常の学級や特別支援学校、特別支援学

級の子どもが相互に交流したり、一緒に活動したり

する機会をつくっている。」（22.8 ﾎﾟｲﾝﾄ増） 
 

今年度 4月より特別支援学級「５組」が開級し、通常の学級

と特別支援学級の子供たちが、授業や行事を通して交流する

機会が増えたことが大きな要因として挙げられます。しかし 3

項目ともに肯定率としては５０ポイントに届いていないので、来

年度以降もさらに交流する機会を増やし、子供たちだけでなく

大人も含めて、さらに多様性理解を高めていきたいと考えてい

ます。同時に子供一人一人の困り感の理解に努め、きめ細や

かな支援を行っていきます。 
 

また、肯定率が 80%を超える項目は、15項目中次の 2項目

という結果となりました。 
 

⑩「学校は、欠席等連絡、お便りの配布、アンケート

の実施のオンライン化が進められている」（85.8％） 

⑮子どもは、学校生活を楽しんでいる。（81.4％） 
 

その他の項目でもいただいた回答結果を真摯に受け止めながら、一つ一つ教育活動を深め、学校と家庭、地域社会

が連携して子供たちの成長を支えていければと考えています。引き続き、ご理解・ご協力をお願いいたします。 

 

 

 
      道徳授業地区公開講座について  道徳担当 藤浪 紗菜 

 ２月８日（土）に道徳授業地区公開講座を行います。昨今よく耳にする「多様性」の理解を深めるには、相互に理解し合うた

めのコミュニケーションを大切にすることが重要です。当日の道徳授業は、あらゆる人々が互いの人権を尊重し合い、共に力を

合わせて生活する共生社会に目を向け、親切・思いやり、友情・信頼、相互理解・寛容、国際理解、個性の伸長などをテーマに

した内容の授業を計画しています。また、２時間目には１～３年生、３時間目には、４～６年生を対象に講演会を行います。今

年度は、パラリンピック競泳メダリストである富田宇宙さんが「好きなものを見つけよう、認め合おう」というテーマでご講演

いただきます。ご希望される保護者の皆様は、お子さんがいる学年の時間帯にご参加ください。詳細につきましては、本日配布

の「道徳授業地区公開講座講演会開催のお知らせ」をご確認ください。皆さまのご参加をお待ちしております。 

２ 月 号 
 高井戸東小学校 

URL  http://www.suginami-school.ed.jp/takaidohigashisyou/ TEL 03-3304-5711 

学校だより 令和７年１月３１日 

令和６年度 教育調査より        副校長 池田  浩 
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①児童の自己改善

②成長の実感

③多様性の理解

④地域と共にある学校

⑤小中一貫教育

⑥ICTの選択的活用

⑦学びの環境

⑧学校安全

⑨学習評価

⑩ICTシステム

⑪社会的つながりの場

⑫教育相談

⑬交流及び共同学習

⑭幼保小連携

⑮通学の喜び

教育調査（保護者） 肯定率 R5 R6


